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＜パークエリア＞
　将来像立案に向けて、まちの機運醸成を図る市民講座
やシンポジウムを行うとともに、市民やまちの関係者と
対話し、さまざまな視点から検討します。
　吉祥寺駅南口周辺の公共交通利用者の利便性や歩行者
の安全性を向上するため、南口駅前広場の整備を進める
とともに、吉祥寺大通りの広場利用などについて検討し
ます。

　補助幹線道路の整備を契機とし
た交通環境の変化を見据え、歩行
者中心のにぎわいのある駅周辺へ
の再整備を目指し、実現に向けた
検討を進めます。

　北口の区画道路や天文台通
り等の道路整備に取り組むと
ともに、駅前の貴重なオープ
ンスペースである境南ふれあ
い広場公園の再整備を含めた
検討を行います。

三駅周辺のまちづくり

　市内で自転車が関与する交通
事故の件数は増加傾向です。
　安全利用講習会や走行空間の
整備を行い、安全利用に向けた
取組みを進めます。

自転車安全利用に向けた取組みを
進めます

　無電柱化をはじ
めとした取組みに
より、道路の良好
な景観形成、都市
防災機能の強化、
歩行者などの交通
環境の向上に努め
ます。

安全・安心で景観に配慮した
道路を整備します

　新たな取組み　

■下水道施設の長期包括
　業務がスタートします　将来にわたり安全で安定

的な水道水を供給していく
ため、都営水道への一元化
を目指した取
組みを引き続
き推進してい
きます。

　下水道施設は老朽化が進み、今後
対策にかかる事業量・事業費の増加
が見込まれています。民間事業者な
どのノウハウを活用した効率的な事
業運営として、複数業務などを一括
して複数年契約する長期包括契約方
式を試行的に実施します。

　地域ごとの特性を生かし、市民が参加することに
よって、より魅力的で活気あふれるまちを生み出すま
ちづくりを推進します。また、地域の暮らしを支える
道路や上下水道などの都市基盤の整備・維持・更新を
行うことを目的とします。

基本
施策

① 個性あふれる魅力的な地域のまちづくり
② 将来にわたり持続性ある都市基盤づくり
③ 誰もが利用しやすい交通環境の整備
④ 安全で快適な道路ネットワークの構築
⑤ 安心して心地よく住み続けられる住環境づくり
⑥ 活力とにぎわいのある駅周辺のまちづくり

地域特性を生かした魅力的で
活気のあふれるまちづくりを進めます

City Infrastructure & Urban Design 

歩行者と路線バスが輻
ふくそう

輳するパークロード

自転車安全利用講習会 七井橋通り

境南ふれあい広場公園

社会実験の様子

交通環境が整備され、歩行者中心
となった駅前広場のイメージ

＜イーストエリア＞
　良好な街並みの形成に向け、民間開発事業者との調整
や環境浄化の取組みを引き続き行います。
　消防団第２分団詰所の建替え、本町コミュニティセン
ター移転に向けた具体的な検討を進めます。

＜駅前広場の拡充＞
　民間開発の動向などを踏まえ、多角的
な観点から検討します。
＜三鷹駅北口街づくりビジョンの改定＞
　交通環境に加え、土地利用や緑・にぎ
わいの視点からも、施策を検討し、ビジョ
ンとして改定します。

現在の発注方式 長期包括契約方式

一部業務を
まとめて契約
（複数年度）

市

一括契約

コンサルタント

清掃業者

施工業者
業務ごと契約
（単年度）

市

個別契約

個別
契約

個別契約

コンサルタント

清掃業者

施工業者

�都営水道一元化の
推進

主な取組みを紹介します

吉祥寺駅周辺

三鷹駅周辺

武蔵境駅周辺
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　中高生世代な
どの若い世代が
自らの目線で情
報を発信し、同世代が市への
関心を寄せ、まちに対するア
イデアを出したくなる仕組み
を研究します。

若い世代が自分目線で
情報を発信します

　社会実験や一般公開を行い
ながら、貴重な緑と文化的・
歴史的価値を持つ旧赤星鉄馬
邸の保存と活用方法の検討を
進めます。

旧赤星鉄馬邸の利活用の
検討を進めます

施策 ICTの活用による業務生産性と
市民サービスの向上

電子申請の推進

電子申請の実績（件）

事業

参考指標 R1
5,139 8,994 18,036

2 3

SDGs

　市の取組みを数値で評価す
る仕組みを、第七期長期計画
から本格的に実施するために
準備を進めます。

　市民と市長が直接意見交換を
する「語ろう会」や関心のある
テーマについて職員を交えて話
し合う「むさしのどこでもミー
ティング」など、市長や職員が
地域へ出て直接市民と対話する
取組みを進めます。

市民の皆さまとの地域での
対話を大切にします

　「市役所に行く」「紙に
書く」が主流の申請手続
きから、デジタルツール
の活用により「行かない・
書かない」手続きを拡充
します。

市役所手続きのＤＸ推進に
取り組みます

　ＤＸ推進に向けたＩＣＴ専門人
材の任用継続や、市税などの滞納
整理に向けた新たな専門人材の任
用など、専門的な知見や技術を有
する外部人材を活用し、効率的・
効果的に取り組みます。

外部専門
人材を活用
します

　新たな取組み　

■広報に関する
　専門人材の登用

■生成ＡＩサービスの
　試行導入

　市からの情報発信により、市
民とコミュニケーションを取る
ことができるよう、広報・宣伝・
デザインなどの業務に精通した
人材を登用し、より「伝わる」
広報に取り組みます。

　文書作成の補助やキャッチフ
レーズ・事業企画のアイデア出
しなどにＡＩを活用し、業務の
効率化や選択肢の幅を広げるた
め、生成ＡＩサービスを試行導
入します。

コブシ
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。

　ま
た
、東
日
本
大
震
災
か
ら
13
年
と

な
り
、被
災
地
の
復
興
が
進
ん
で
い
る

一
方
で
、時
間
の
経
過
に
伴
い
、記
憶
や

関
心
が
薄
れ
、震
災
の
風
化
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。市
で
は
今
後
も
被
災
地

へ
の
支
援
と
防
災
へ
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　「都
市
は
単
立
で
き
な
い
」と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。私
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
地
方
の
自
然
や
農
産
物
な
ど
の
恵
み

を
享
受
し
、そ
れ
は
経
済
の
循
環
に
も

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、被
災

地
の
皆
さ
ま
に
思
い
を
寄
せ
つ
つ
、活

発
な
経
済
活
動
を
行
う
こ
と
で
地
方
を

応
援
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　さ
て
、令
和
2
年
以
降
コ
ロ
ナ
禍
で

中
止
や
W
E
B
開
催
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、武
蔵
野
桜
ま
つ
り
を
5
年
ぶ
り

に
現
地
開
催
し
ま
す
。今
ま
で
の
む
さ

し
の
市
民
公
園
と
市
役
所
庁
舎
な
ど

に
、む
さ
し
の
エ
コ
re
ゾ
ー
ト
も
会
場

に
加
え
、装
い
を
新
た
に
し
た
イ
ベ
ン

ト
に
な
り
ま
す
。例
年
大
好
評
の
友
好

都
市
の
皆
さ
ま
に
よ
る
物
産
の
販
売
で

は
、こ
の
た
び
被
災
さ
れ
た
、富
山
県
南

砺
市
、新
潟
県
長
岡
市
を
含
む
6
自
治

体
か
ら
の
出
店
が
あ
り
ま
す
。ぜ
ひ
皆

さ
ま
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、大
い
に
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

５
年
ぶ
り
の
に
ぎ
わ
い

桜
ま
つ
り
に
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い

武
蔵
野
市
長

小
美
濃 

安
弘

◦各友好都市ブース
◦�アンテナショップ
麦わら帽子

◦�地酒試飲

式典と併せて、各友好都市の特産品な
どが当たる抽選会を実施します。

　令和５年10月に設置したデザインマンホールから、
「シティーハンター」のマンホールカードを制作しまし
た。桜まつり当日に先行配布します。詳細は２頁参照。

　出店のあり方や開催エリアの拡充など、一部リニューアルしています。ま
た、成蹊学園やNTT技術史料館での関連イベントなどの詳細は、３月下旬に
新聞折り込みなどで配布予定の公式プログラム、市HP参照。

※抽選券の配布は300枚（先着順）
※一部の景品は後日郵送

物産販売など（市民公園） 式典・抽選会（エコreゾート）

桜まつり桜まつり武蔵野第32回

住 んでよかった   ふるさとは   武 蔵 野

　友好都市との相互交流を通したふるさと意識の醸成などを目的として、武蔵野桜　友好都市との相互交流を通したふるさと意識の醸成などを目的として、武蔵野桜
まつりを５年ぶりに実イベントとして実施しますまつりを５年ぶりに実イベントとして実施します▶▶問：産業振興課☎60-1832問：産業振興課☎60-1832

午前10時～午後４時・雨天決行・荒天中止午前10時～午後４時・雨天決行・荒天中止33月月3131日（日）日（日）日時日時

会場案内図

午前９時抽選券の配布
午前11時30分式典・抽選会

友好都市関連イベント

マンホールカードの配布

無料歯科健診、お茶会、ムーバ
ス・レモンキャブ試乗体験など

そのほか

エアー遊具やスポーツ体
験、ゲームコーナーなど
子ども向けエリア

緑町
スポーツ広場

市内の人気店舗がキッ
チンカーで出店

市道212号線

特設ステージ。わんだふ
るぷりきゅあ！ショー、
式典、むさしのばやしな
ど（開場午前９時）

エコreゾート New

リニューアル

リニューアル

「エコマルシェ」
同時開催（11頁参照）

市役所

友好都市の物産ブースの
ほか、グルメやバザーなど
約70団体が出店

むさしの市民公園
〜市庁舎北側広場

第四中校庭

人口と世帯
《令和6年2月1日現在、（ ）は前月比》

人口14万7754人（55人減）　世帯数7万8614世帯（53減）
●男7万737人（28人減）　●女7万7017人（27人減）　

〔うち外国人住民数3730人（11人増）〕

City Report Musashino is available in 10 languages.
市報むさしのを10 言語で読むことができます。

一般車両通行止一般車両通行止
（午前9時〜午後5時）（午前9時〜午後5時）
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新たな行政評価の本格実施に
取り組みます

　拡大し高度化する公共課題に対して限られた経営資
源を最大限有効に活用し、市民に信頼される市政運営
を推進するために必要な体制や仕組みを整えることを
目的とする分野です。

基本
施策

① 市民参加と連携・協働の推進
② 効果的な広報・広聴の仕組みづくりとシティプロモーション
③ 公共施設等の再構築と市有地の有効活用
④ 社会の変化に対応していく行財政運営
⑤ 多様な人材の確保・育成と組織の活性化

時代の変化に対応し、効率的で
効果的な市政運営に取り組みます !

Municipal Administration & Finance

市報むさしの

施策評価シート
（試行実施）

CIO 直轄 DX推進プロジェクト

むさしのどこでもミーティング

書かない窓口旧赤星鉄馬邸社会実験

中高生がつくる計画 PR動画

主な取組みを紹介します



12 No.2243（令和6年4月1日発行）

策定委員会案を
市長へ答申

令和４年

令和5年

「目指すべき姿を実現するために、
私たちができること」
について議論

市内在住の学識経験者・有識者・公
募市民・副市長で構成。市民や市議
会との意見交換などを踏まえ、調整
計画案をまとめる

市民同士で討議
未来（2050年）の市長になった
設定で、現在の市長に提案

市民ワークショップ
＠オンライン

関係団体意見交換会

市民意見交換会

市民会議 むさしの未来
ワークショップ

★
令
和
５
年
２
月
１
日

　
討
議
要
綱
公
表
！

※�

調
整
計
画
策
定
に
お
い
て
特

に
議
論
す
べ
き
課
題
や
論
点

を
ま
と
め
た
も
の

★
令
和
５
年
９
月
１
日

　
計
画
案
公
表
！

オンラインと同内容を新たに
対面で実施

NEW
!

NEW
!

市民意見交換会

無作為
抽出

公募

参加者
17名

討議要綱について対面
及びオンラインで議論

参加者
18名

参加者
61名

参加者
18名

公募 中高生無作為
抽出

中央
22名

武蔵境
21名

吉祥寺
15名

オンライン
8名

START!

GOAL!

中央
11名

武蔵境
28名

吉祥寺
10名

オンライン
13名

策定委員会（計23回）

策定までの歩み

column中高生スタッフによるＰＲ動画にご注目 !!

　中高生世代をはじめとした若者世代に第六期長期計画・調整計画を知っていただき、市
政に関心を持っていただくため、中高生世代の目線で考え、話し合いながらＰＲ動画を制
作しています。動画制作にあたっては、動画の企画や撮影、編集をすべて中高生
が行っています。近日中に公開を予定していますので、ぜひご覧ください。

参加者

参加者

市議会議員と
策定委員会との
意見交換会

無作為
抽出

参加者
27名

参加者
55名

参加者
151名

中高生世代との
意見交換会

中高生

市民ワークショップ

いただいたたくさんの市民意見等を踏まえ、
第六期長期計画・調整計画を策定しました！

※討議要綱及び計画案公表時はパブリックコメントを実施し、合計1894件のご意見をいただきました

市民ワークショップ NEW
!
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